
『
霧
の
御
坂
』

　

昭
和
初
期
、
御
岳
登
山
鉄
道
株
式
会
社
発
行

の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
裏
表
紙
で
す
。
こ
の

御
坂
に
七
代
の
瀧
か
ら
上
り
立
つ
狭
霧
の
情
景

を『
霧
の
御
坂
』
と
呼
び
ま
す
。
現
在
銅
鳥
居

上
の
石
段
は
往
古
の
風
情
が
残
る
唯
一
の
場
所

と
し
て
、
令
和
六
年
十
二
月
、
青
梅
市
の
補
助

を
受
け
復
元
保
存
修
理
を
終
え
て
い
ま
す
。


